
 

 

 

 

エピローグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10.29（Ｓａｔ）

　　　　　　　　　　　　古谷誠章氏
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　建築家
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　1955年生まれ、早稲田大学、同大学院修了
　　　　　　　　　　　　　　　　文化庁芸術家在外研修員としてマリオ・ボッタ事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　近畿大学工学部助教授などを経て、現在早稲田大学教授
【受賞】JIA新人賞、日本建築学会賞、日本建築大賞、AACA賞、日本芸術院賞など
【作品】『アンパンマンミュージアム』　『詩とメルヘン絵本館』
『ジグハウス/ザグハウス』『茅野市民館』『小布施町立図書館まちとしょテラソ』
『実践学園自由学習館』『喜多方市庁舎』『日清食品WAVE』など
【著書】『Shuffled』『がらんどう』『建築家っておもしろい』
『NOBUAKI FURUYA,179WORKS』ほか

　　　　　　　　　　　　竹原義二氏
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　建築家

　　　　　　　　　　　　　　　　1948年生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　1978年　無有建築工房設立
　　　　　　　　　　　　　　　　2000年～2013年　大阪市立大学教授
2015年～　摂南大学理工学部建築学科教授
【受賞】渡辺節賞、村野藤吾賞、他多数

　　　　　　　　　　　　　　　　木村博昭氏

　　　　　　　　　　　　　　　　建築家

　　　　　　　　　　　　　　　　1952年 大阪府生まれ　1979～82年 グラスゴー大学
　　　　　　　　　　　　　　　　Mackintosh School of Architecture 大学院博士課程
　　　　　　　　　　　　　　　　1983年 Ｋｓ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ共同設立
1986年～ 同木村博昭＋Ｋｓ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ
1997年 神戸芸術工科大学環境デザイン学科助教授、2000年 同教授
2006～ 京都工芸繊維大学大学院 建築学専攻 建築設計領域教授
【受賞】1991年 大阪建築コンクール渡辺節賞、
1992年、2000年 大阪建築コンクール知事賞
2004年、2007年 神戸景観・ポイント賞、2005年 第８回関西建築家大賞、
2008年 アジア建築家協会・アルカシア賞佳作
2015年 Ｈｏｎ.ＦＲＩＡＳ,　英国スコットランド王立建築家協会名誉上級会員

大阪のこれからの街を考えるうえで、欠かすことのできない近

代建築遺産をプロローグで紐解き、繋いできたものを再発見し、

シンポジウム01～03において文化都市の復権で文化香る街への

変貌とは、街の品格とは、大大阪時代以前の繁栄とは、その後、

経済至上主義時代をまっしぐら、そして現在、失ったもの、得

たものを探り、次にソーシャルな側面から行政交えて諸問題を

掘り下げ、新しいの視点からの考察を重ね、市民目線での街づ

くりを各方面で活躍される方々と共に考えていく。以上の論考

を踏まえ、建築家が繋いでいくものを再考し、「これからの街」

のあり様を整理し、問題提起する。繋いでいくことこそ記憶で

あり文化である。微笑みこぼれる街、生きれる街とは・・・・

これらをこのエピローグ「これからの街」で皆様と共に考える

機会になればと思います。

これからの街

日時：2016年10月29日（土）     12：45-14：15            
会場：大阪美術倶楽部   大阪市中央区今橋2-4-5         参加：無料    定員：先着150名                主催：公益社団法人日本建築家協会     

大阪のこれからの街を考えるうえで大変重要な近代建築遺産を

プロローグで紐解き、それら繋いできたものを再考し、また、

それらの重要性を再発見するとともに、足元を見つめ直し、

大大阪時代以前の繁栄とは、以後、失ったもの、得たものを探り

文化都市の復権で生きれる街とは・・・

地方都は何か、

人が住める街とは、たもの、得たものを探り

文化香る街、花咲く街、

人が生かされる街とは

品格ある街とは、微笑みこぼれる街、街とは何か、

街は文化である

ソーシャるな視点から街を見つめ直す・・・

あらゆる住む街大阪の市民目線からの大阪とは・・・

繋いでいくことこそ記憶であり文化である。

これらをこのエピローグ「これからの街」で皆様と共にを考える

機会になればと思います。品格ある街とは


